










































































である｡ 1‥自己相互作用の強さ,29｡(x)- 甲十(Ⅹ)+ ?_(Ⅹ), GF(x,y)はファインマンの2点
関数であるO §1で述べた原理によるとP(I)は c数の統計的変数 E(x)の重みであり, Seff が力学
を決定する作用である｡実際, S｡ffに, q与,甲_について変分原理を適用して, 甲十- ?_とおくと,
pc(x)に対する方程式がランジュバン方程式の形で導かれるOこれは E(x)に依存するが, q'(Ⅹ) の































広大 ･理論研 阪 上 雅 昭
インフレー ション宇宙モデルは初期宇宙 (t～10~34sec)での相転移により起こる宇宙の指数画数的
膨張とエントロピー生成を利用して BigBang宇宙論の基本的問題であった horizon問題 ･flatn占ss
問題を解決することができる1≧さらにこのモデルでは現在の宇宙あるいは銀河に対応するスケールが宇
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